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Ⅰ新技術の解説

１ 要旨

 米糠等の有機物の土壌表面散布による雑草の発芽および生育抑制機構を解明するととに、有機物１
回散布による雑草の防除効果を明らかにした。 
   

(1) 雑草抑制機構 
ア 米糠等の散布によって水田表面における酸化還元電位が低下し、雑草の発芽に必要な酸
素の供給量が減少する。一方、水稲根域の酸化還元電位は米糠等の土壌表面散布によって大
きな影響を受けない（図１、２）。 
イ 米糠等の散布によって、発芽や生育に悪影響をおよぼすＦｅ＋＋ および酢酸の生成量が増
加する（図３、４）。 
ウ 米糠等の散布によって田面水中のミジンコ等の甲殻類が爆発的に増殖する（図５）。このこと
も関係して、田面水の濁度が増し、雑草に到達する光量が減少する（図６）。 

(2) 雑草の防除効果   
ア 米糠１回散布によって半減程度の抑草効果が期待でき、雑草種子の少ない本技術導入初
年目においては、実用上問題のないレベルに雑草を抑えることが可能である 
 （図７）。 
イ 菜種油粕等の高タンパクの有機物散布は、米糠より大きな雑草抑制効果が期待できる（図
７）。 
ウ 代かき後２週間以上放置し、雑草の発芽を待って、２回目の代かき－移植－米糠散布する
方法は、アゼナやヒエに対して効果が期待できる（図７）。 
エ しかし、前年の残草が翌年の雑草発生に大きく影響するため、米糠等による単独除草で長
期間継続することは困難であると推察される（図８）。

２ 期待される効果

 米糠等による除草のメカニズムと米糠等の１回散布による雑草の防除効果が明らかとなり、無農薬
による除草法の組み立てに活用できる。

３ 適用範囲

 県内の粘質から強粘質水田

４ 普及上の留意点

 米糠等の１回散布による雑草防除だけでは不十分と考えられるため、米糠等の複数回 散布や他
の防除法と組み合わせることが必要である。 
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